
 

 

 

 

 

 

月一回おおきいくみの日に「芸術の時間」を担当しています、「ねぎちゃん」こと峰岸麻奈で

す。今回は 10 月に行ったちょこミックとのコラボ活動「アクション・ペインティング」の   

様子をお伝えしたいと思います。 

 

昨年度もちょうこさんにお願いして一緒に行ったアクション・ペインティング。座って目の前

の対象物を描くのではなく、ダイナミックに動きながら道具や身体で描く技法で、その行為 

(アクション)そのものが芸術とされています。アメリカのジャクソン・ポロックや日本では白

髪一雄がその代表で、絵の具を垂らしたり刷毛を振って飛び散らせたり、手や足で描いたり。

いわゆる抽象画と呼ばれるもので、偶発的に生まれる色や線が面白い作品です。ちょこミック

でやっているリズムや音楽に合わせたら心も身体も解放されて、楽しく活動できるのではない

か…とお願いしました。 

昨年度この活動をとても楽しんでくれた子ども達。終わった直後から何度も「音楽に合わせて

ビー玉転がすやつ楽しかった！」「またやりたい！」「今日、あれやる？」と色々な子から繰り

返しお願いされていました。 

 

子ども達が楽しめるよう、ワクワクする仕掛けもちょうこさんと色々考えました。3 分割トレ

イに好きな絵の具を 3 色選べる。これも子ども達に好評で、カラフルな色の入った入物を  

「どの色にしよう…」と覗き込むキラキラの瞳を見ていると嬉しくなってきます。 

普段、ちょこミックでやっているリズムや動きも取り入れて、ちょうこさんが即興で音を作り

出します。 

 

昨年度はビー玉を使った個人の作品や刷毛で模造紙や段ボール板に描いてもらいましたが、今

年度はビー玉の代わりに木製ボール、そして大きい作品では大小のカラーボールを使って転が

したり、落としたり、打ち付けたりしてもらいました。 

 

一人ひとりの作品は音楽に合わせて木製ボールの入った箱を持って動いてもらうのですが、最

初は不安そうでぎこちない様子の子ども達も、少しずつ音楽に乗ってリズムに合わせていい顔

になってきます。ココロが解放されていってるんだなぁ、音楽の力ってすごいなぁと思います。 

まつぼっくりさんは、まだ箱から木製ボールが落ちないように動くのに誠意一杯ですが、おお

くりになるとできることが格段に増えていきます。音に合わせて箱を揺らしたり、ジャンプし

たり。くりの子ども達は知っている曲になると、誰からともなく声が出て大合唱しながら動き

回っていました。 
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一人ひとりの作品の後は共同で大きな作品を作りました。 

まつぼっくり・くりさんは大きな段ボールに模造紙を敷いて、そこにリズムに合わせてカラー

ボールを打ちつけたり落としたり、転がしてみたり。お友達の方へ行ったボールは転がし返し

たり。ボールの跡や軌道が面白い模様になりました。くりさんはそこから自発的に段ボールを

持って動かし、移動し始めました。息を合わせて落とさずにカラーボールを転がします。最後

は 3 分割トレイを直接模造紙に打ち付け始めました。とっさに超子さんがリズムを打ち鳴らし

てくれて全員でトントントントン。これまた予想外の楽しい模様に。 

 

おおくりさんは少し難易度を上げて、シーツの端を持って絵の具のついたカラーボールを転が

してもらいました。2 グループに分かれて行いましたが、これがなかなか難しい！ボールを落

さにようにするのも息を合わせないといけません。そして落としたボールを取りに行ってしま

う子が続出で、その度にシーツが傾き他のボールがこぼれる…を繰り返しています。でもそれ

も楽しい様子で、キャハハハ言いながら落としたボールを拾っていました。 

 

リズムや音楽が気持ちを解放させ、仲間との一体感を生み出し、作品として残る。 

作品が生まれるのと同時に、子ども達の好奇心や芸術への興味も生まれていたらいいな。ちょ

うこさんとのコラボレーションで生まれたこの企画が、子ども達の記憶のどこかに残るもので

ありますように…。                            ：峰岸麻奈 

 

子ども達の作品はまたお

見せでる機会を設けたい

と思いますので、お楽し

みに！ 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


